
◎平成２８年１２月１８日（日）１３：００～１５：００ 
北勢市民会館 さくらホールにて在宅医療講演会を開催。 
いなべ市・東員町・他の地域からも参加していただきました。 
一般の方は２４８名 、医療や介護、福祉職の方は５８名、 
行政関係も合わせて３２６名の参加がありました。 
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～講演会の感想～ 
★看取りに対して、悲しいだけではなく、もっと前向きな考えがもてるよ
うになった。 

★自宅での看取りは覚悟が必要です。でも、それが自然であり大事だと改
めて感じた。 

★多くの善意が見送られる人の命を延命させている。 
★老い、痛み、死をただ恐れるだけでなく、向き合って受け入れることが
できたときに、強くなれる気がしました。 

★地域の結びつきの大切さを改めて痛感しました。 
★人が生きた証のために、最後は誰かに看取ってもらって引き継いでいく
ことが大切と思った。 

★いつもあたり前に生きていく自分。もう一度生命の尊さ、生命を通して
人がつながる大切なものを感じることができました。生命のリレーを打
ち切ることはあってはならないのです。 

★命をつなぐ、なんといい響きでしょうか。自ら命を絶つ子どもたちがい
なくなるように、こんな講演・写真を見せてあげたらいいなと感じた時
間でもありました。 

★命の最期を、子ども・孫・近所の方に見送ってもらえる幸福を感じた。 
★すごく良かった。今までにないくらいです。 

～講演会の内容～ 
★「いのちのﾊﾞﾄﾝﾘﾚｰ」を身をもって教えてくれた方々の写真。 
★東日本大震災では、家族を亡くし生き残った方々の、命に対
する思い。地震と津波と原発事故による人口流出後、熱い思い
で復興を目指す医療専門職の姿。仮設住宅で、夢を実現できず
亡くなっていった難病患者の、残していく母への思い。 

★延命か尊厳死の選択に悩む進行性の難病者。家族の介護負担
を考えてとった行動。学生中心に地域支援の輪が広がった！ 

★いのちのﾊﾞﾄﾝﾘﾚｰをプチリと切られた紛争地での死。対極にあ
る、授かった命を生き切って大切な人に寄り添われながら、感
謝と別れを交わしながら見送られる“あったかい看取り”。 

★滋賀県東近江市の永源寺地域では、最期まで家にいて家で亡
くなる方が５割前後。様々な専門職の連携があり、そこに暮ら
す方々の死生観、日々の準備と覚悟がある。 

ミニギャラリー 
『いのちつぐ 「みとりびと」10枚展』 

テーマ「写真が語るいのちのバトンリレー 
     ～さまざまな看取りの現場から～」 
写真家・ジャーナリスト 國森康弘 さん 



◎平成２８年１２月１８日（日）１２：００～１６：００ 
北勢市民会館 さくらホールにて、在宅医療講演会と同時開催で、 
医療と介護の専門職による医療・介護フェアを開催しました。 
「テーマは、“在宅医療”」在宅医療とは、自宅等で生活しながら 
医師や看護師の訪問により、医療を受けることです。 
住民の皆さまに、“在宅医療”を１つの選択肢として、考えてもらう
きっかけにしたいと考え、多職種等によるフェアを開催しました。 

お薬相談 
お肌の乾燥チェック 
保湿ケアアドバイス 
～桑名地区薬剤師会～ 

栄養指導 
血流測定 
体組成測定 

～三重県栄養士会～ 

歯科相談 
～桑員歯科医師会～ 

～三重県歯科衛生士会  
桑員支部～ 

看護師ならではの健康アドバイス 
（血圧、体脂肪測定） 
～いなべ総合病院～ 

～訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ連絡協議会桑員地区ﾌﾞﾛｯｸ～ 

塩分チェック 
味噌汁塩分測定 
～いなべ市食生活 

  改善推進協議会～ 

企業によるｻﾝﾌﾟﾙ提供 
☆栄養補助食品 
☆口腔ケアグッズ 
☆とろみ剤 

内科医・外科医 
による個別相談 
～いなべ総合病院～ 



介護福祉士による 
介護の仕方アドバイス 

就職相談 
～三重県介護福祉士会～ 

介護ベッドや車いすなどの福
祉用具の展示や相談、試乗 

～福祉用具業者～ 

介護保険制度や 
介護予防などの相談 
 
～いなべ市・東員町 

地域包括支援ｾﾝﾀｰ～ 

元気づくり体験案内 
体組成測定 

～元気クラブいなべ～ 

認知症自己診断テスト 
～東員病院認知症疾患医療ｾﾝﾀｰ～ 

理学療法士・作業療法士 
言語聴覚士によるリハビリ相談 

～いなべ市・東員町地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ連絡会～ 

皆さんは、人生の最期をどこで、 
どのように過ごしたいでしょうか。 

いなべ市と東員町では、医療や介護を必要とする方が、住み慣れた自宅等で、最期まで過ごすことが
できるように、医療と介護の連携体制を整えていこうと取り組みを行っています。 


